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〈採決結果〉
■２６年度運動方針案
…賛成多数で可決

■２６年度予算案
…賛成多数で可決

■規定の改定案
…賛成多数で可決

■２６秋闘産別スト権…確立
（賛成１６７票・反対３票・白票０票）
■共済事業方針案・予算案…承認

第
76
回
定
期
大
会
は
、
菅
原
忠
中

央
副
執
行
委
員
長
が
開
会
を
宣
言

し
、
議
長
に
五
十
嵐
真
理
子
代
議
員

（
全
日
赤
）
、
宮
越
悠
介
代
議
員
（
北

海
道
）
、
藤
田
久
美
子
代
議
員
（
長

崎
）
を
選
出
し
て
議
事
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
中
央
執
行
委
員
会
を
代
表

し
て
佐
々
木
悦
子
中
央
執
行
委
員
長

が
あ
い
さ
つ
（
要
旨
下
）
。
来
賓
と

し
て
、
全
労
連
、
福
祉
保
育
労
、
医

団
連
、
日
本
共
産
党
か
ら
連
帯
の
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
会

に
は
、
国
会
議
員
や
団
体
か
ら
多
数

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
祝
電
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

議
事
は
2
0
2
5
年
度
決
算
報
告

・
会
計
監
査
報
告
の
の
ち
、
米
沢
哲

書
記
長
よ
り
2
0
2
6
年
度
運
動
方

針
案
を
提
案
し
ま
し
た
。討
論
で
は
、

57
本
の
発
言
が
出
さ
れ
、
米
沢
書
記

長
の
総
括
答
弁
（
要
旨
3
面
）
の
の

ち
、
2
0
2
6
年
度
予
算
案
、
規
定

改
定
案
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
2

0
2
6
年
度
運
動
方
針
案
と
規
定
改

定
案
、
予
算
案
は
賛
成
多
数
に
よ
り

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

共
済
事
業
報
告
・
方
針
案
は
提
案

の
の
ち
承
認
さ
れ
、
産
別
統
一
ス
ト

権
を
賛
成
多
数
で
確
立
、
役
員
選
挙

は
立
候
補
者
全
員
が
信
任
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
憲
法
改
悪
と
軍
事
力
拡

大
に
反
対
し
、
平
和
・
民
主
主
義
・

く
ら
し
を
守
る
特
別
決
議
案
と
大
会

宣
言
案
を
満
場
の
拍
手
で
確
認
し
、

す
べ
て
の
議
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

閉
会
あ
い
さ
つ
は
、
田
中
直
光
中

央
副
執
行
委
員
長
が
行
い
、
佐
々
木

委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
散
会

し
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
は
、
７
月
２１
日
〜
２３
日
に
栃
木
県
ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
で

「
第
７６
回
定
期
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
０
２
６
年
度
の
運
動
方
針
と
予

算
を
採
択
・
確
立
し
、
新
年
度
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
ス
ト
ラ

イ
キ
を
背
景
に
大
幅
賃
上
げ
を
求
め
て
奮
闘
し
た
経
験
や
夜
勤
規
制
と
大
幅
増

員
を
め
ざ
す
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
報
告
、
地
域
医
療
を
守
る
た
た

か
い
、
争
議
を
た
た
か
う
仲
間
の
報
告
、
組
織
強
化
拡
大
の
経
験
な
ど
活
発
な

発
言
が
相
次
ぎ
、産
別
運
動
前
進
へ
の
決
意
を
固
め
合
う
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
度
は
、
ケ
ア
労
働

者
の
大
幅
賃
上
げ
・
大
幅
増
員
に

向
け
、
全
国
で
記
者
会
見
や
宣
伝

行
動
、
自
治
体
要
請
な
ど
旺
盛
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
奮
闘
が

政
府
を
動
か
し
、
補
正
予
算
に
は

医
療
・
介
護
分
野
の
賃
上
げ
や
物

価
高
騰
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
、
診

療
報
酬
は
30
年
ぶ
り
の
水
準
と
な

る
プ
ラ
ス
改
定
、
介
護
・
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
も
前
倒
し
改

定
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。し
か
し
、

政
府
が
示
す
賃
上
げ
水
準
に
は
届

か
ず
、
他
産
業
と
の
賃
金
格
差
は

広
が
っ
た
ま
ま
で
す
。
人
手
不
足

も
深
刻
で
、
必
要
な
人
員
を
確
保

で
き
ず
、
十
分
な
ケ
ア
を
提
供
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

医
療
・
介
護
労
働
者
が
働
き
続
け

ら
れ
る
賃
金
と
労
働
環
境
を
実
現

す
る
た
め
、
大
幅
賃
上
げ
・
大
幅

増
員
の
運
動
を
さ
ら
に
広
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
社
会
保
障
改
悪
や

病
床
削
減
に
反
対
し
、
国
民
の
い

の
ち
と
健
康
を
守
れ
の
声
を
大
き

く
上
げ
て
い
き
ま
す
。
平
和
な
く

し
て
国
民
の
い
の
ち
も
暮
ら
し
も

守
れ
ま
せ
ん
。
憲
法
を
守
り
、
戦

争
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。
制
度
・
政
策
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
私
た
ち
の
要
求
を
実

現
す
る
た
め
に
も
、
早
期
に
17
万

人
を
回
復
し
、18
万
組
織
の
達
成
、

そ
し
て
20
万
医
労
連
を
め
ざ
し
、

と
も
に
奮
闘
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。

「
令
和
８
年
熊
本
地
震
」
の
支
援
体
制
に
つ
き
ま
し
て

は
、
全
労
連
と
も
協
議
の
上
、
改
め
て
ご
協
力
を
呼
び
か

け
ま
す
。

当
面
は
、
要
請
さ
れ
た
物
資
な
ど
の
支
援
・
カ
ン
パ
の

取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
も
な
く

発
文
書
を
発
出
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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員
長
あ
い
さ
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）
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ございました
※肩書きは定期大会
開催時点のものです

令
和
８
年
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
心
よ
り
お
見
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申
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あ
げ
ま
す
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全
労
連

秋
山
正
臣
議
長

福
祉
保
育
労

仲
野
智
書
記
長

医
団
連
代
表
・

全
日
本
民
医
連

入
江
敬
一
事
務
局
長

日
本
共
産
党

倉
林
明
子

前
参
議
院
議
員
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全
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
は
、
賃
金
引
き
上

げ
を
求
め
る
署
名
運
動
や
交
渉
を

展
開
し
、
全
職
種
で
平
均
3
・
2

％
の
基
本
給
引
き
上
げ
を
実
現
。

機
構
本
部
に
よ
る
不
誠
実
な
賃
金

対
応
や
病
院
運
営
の
問
題
を
指
摘

し
、
現
場
と
一
体
と
な
っ
た
運
動

の
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
全
日

赤
は
、
今
春
闘
で
本
社
か
ら
賃
金

引
き
上
げ
の
必
要
性
を
認
め
る
前

向
き
な
回
答
を
引
き
出
し
、
交
渉

議
事
録
の
作
成
も
約
束
さ
せ
る
な

ど
、
今
後
の
賃
金
交
渉
を
前
進
さ

せ
る
足
掛
か
り
を
築
い
た
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。
全
労
災
は
、
ベ

ア
評
価
料
を
活
用
し
た
賃
金
交
渉

で
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
機
構

の
持
ち
出
し
も
含
め
た
賃
金
改
善

を
実
現
し
、
全
職
員
に
波
及
す
る

引
き
上
げ
で
合
意
に
至
っ
た
経
過

を
報
告
し
ま
し
た
。
全
厚
労
は
、

41
年
ぶ
り
の
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
や

財
務
省
・
国
会
議
員
要
請
を
展
開

し
、
地
域
医
療
を
守
る
世
論
づ
く

り
を
進
め
た
取
り
組
み
を
報
告
し

ま
し
た
。
愛
知
は
、
7
単
組
・
支

部
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上
が

り
、
14
年
ぶ
り
と
な
る
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
を
実
現
。
職
場
で
の
対
話
を

積
み
重
ね
な
が
ら
要
求
前
進
に
つ

な
げ
た
経
験
を
報
告
し
ま
し
た
。

岐
阜
は
、
組
合
要
求
と
は
異
な
る

形
な
が
ら
賃
上
げ
回
答
を
引
き
出

し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
日
頃
か
ら

現
場
の
実
態
を
伝
え
、
労
使
で
信

頼
関
係
を
築
い
て
き
た
こ
と
が
成

果
に
つ
な
が
っ
た
と
述
べ
ま
し

た
。
神
奈
川
は
、
春
闘
統
一
行
動

で
ス
ト
ラ
イ
キ
と
増
員
署
名
に
取

り
組
み
、
未
組
織
の
医
療
・
介
護

労
働
者
や
地
域
へ
運
動
を
広
げ
た

経
験
を
報
告
し
、
現
場
の
実
態
を

社
会
に
発
信
し
、
世
論
を
広
げ
る

運
動
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し

た
。
和
歌
山
は
、
最
低
賃
金
1
7

0
0
円
以
上
の
実
現
を
め
ざ
し
、

大
学
で
の
学
習
会
や
駅
頭
宣
伝
、

最
低
賃
金
審
議
会
へ
の
要
請
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
運
動
を
展
開

し
、
地
域
間
格
差
の
是
正
と
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
賃
金
水

準
の
実
現
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。
福
井
は
、
診
療
報
酬
改
定
を

踏
ま
え
た
賃
上
げ
を
求
め
て
交
渉

を
重
ね
、
回
答
が
得
ら
れ
な
い
中

で
指
名
ス
ト
ラ
イ
キ
に
取
り
組
ん

だ
と
報
告
し
、
要
求
実
現
に
は
一

人
ひ
と
り
が
運
動
の
主
体
と
な
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し

た
。
大
阪
は
、
回
答
促
進
行
動
や

使
用
者
要
請
、
団
体
署
名
な
ど
を

粘
り
強
く
進
め
、
多
く
の
前
進
回

答
を
引
き
出
し
た
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。
新
入
職
員
へ
の
「
3
つ

の
ち
か
い
」
の
実
践
で
1
0
0
％

加
入
を
達
成
し
た
支
部
や
新
組
合

の
結
成
に
も
触
れ
、
賃
上
げ
と
組

織
拡
大
を
一
体
で
進
め
る
重
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。
岡
山
は
、
報
酬

改
定
に
伴
う
賃
上
げ
が
労
使
交
渉

や
組
合
運
動
を
弱
め
か
ね
な
い
状

況
に
危
機
感
を
示
し
、
生
計
費
原

則
に
基
づ
く
大
幅
賃
上
げ
要
求
で

職
場
が
結
集
す
る
重
要
性
を
強
調

し
ま
し
た
。
群
馬
は
、
生
計
費
試

算
調
査
で
若
者
の
一
人
暮
ら
し
に

は
時
給
1
8
5
0
円
程
度
が
必
要

と
の
結
果
を
踏
ま
え
、
最
低
賃
金

の
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
運
動

を
報
告
し
、
地
域
最
賃
の
引
き
上

げ
と
賃
金
底
上
げ
を
一
体
で
進
め

る
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

岩
手
は
、
県
看
護
対
策
委
員
会

が
取
り
組
ん
だ
「
看
護
職
員
の
労

働
実
態
調
査
」結
果
を
紹
介
。「
1

年
前
と
比
べ
て
仕
事
量
が
増
え

た
」
7
割
強
、
「
慢
性
疲
労
」「
健

康
不
安
」
「
強
い
ス
ト
レ
ス
」
は

い
ず
れ
も
高
率
だ
っ
た
と
報
告

し
、
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
を
求

め
て
記
者
会
見
を
実
施
し
た
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。
全
労
災
は
、

看
護
師
の
選
択
2
交
替
制
問
題
、

お
よ
び
「
み
な
し
勤
務
」
の
獲
得

に
向
け
た
た
た
か
い
に
つ
い
て
発

言
。
機
構
の
不
誠
実
な
態
度
に
対

す
る
強
い
怒
り
と
決
意
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
岡
山
は
、
倉
敷
医
療
生

協
労
組
で
の
「
夜
勤
規
制
・
大
幅

増
員
署
名
」
の
推
進
に
つ
い
て
発

言
。
「
コ
ロ
ナ
前
は
や
り
き
っ
て

い
た
」
「
絶
対
に
や
り
抜
こ
う
」

と
意
思
統
一
を
し
、
目
標
を
1
人

10
筆
に
引
き
上
げ
取
り
組
ん
だ
こ

と
と
、
そ
の
目
標
を
上
回
る
9
1

0
2
筆
を
集
約
し
た
プ
ロ
セ
ス
を

報
告
し
ま
し
た
。
北
海
道
は
、「
夜

勤
規
制
と
大
幅
増
員
を
め
ざ
す
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
総
括
と
課

題
を
報
告
。
立
ち
上
が
っ
て
も
ら

え
る
仲
間
を
い
か
に
作
る
か
は
対

話
以
外
に
な
い
と
考
え
、
道
医
労

連
の
看
護
対
策
委
員
を
確
立
さ
せ

る
た
め
に
も
対
話
を
す
す
め
て
い

き
た
い
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

香
川
は
、
医
師
・
看
護
師
・
介
護

職
以
外
の
医
療
技
術
職
の
増
員
・

処
遇
改
善
に
か
か
わ
っ
て
発
言
。

各
職
種
で
業
務
内
容
、
需
給
バ
ラ

ン
ス
、
診
療
報
酬
上
の
評
価
体
系

は
根
本
的
に
異
な
り
、
多
岐
に
わ

た
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
を
同

列
で
扱
う
こ
と
に
違
和
感
が
あ
る

と
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
提
起

を
求
め
ま
し
た
。
広
島
は
、
海
外

の
「
看
護
の
日
」
の
よ
う
に
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
看
護
師
へ
エ

ー
ル
と
感
謝
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト

が
で
き
な
い
か
、
と
新
た
な
試
み

と
し
て
取
り
組
ん
だ

「
ナ
ー
ス
サ
ン
ク
ス
フ

ェ
ス
タ
」
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

２０２６年７月１日
国際看護師協会（ICN）CEO ハワード・カットン

第７６回定期大会の開催にあたり、国際看護

師協会（ICN）は、日本医療労働組合連合会

（日本医労連）の皆様に連帯の意を表します。

皆様が掲げる、看護師の確保と定着を図るた

めの賃金引き上げ、そして患者の安全を維持

しすべての人に質の高い医療を提供するため

の安全な人員配置の実現という要求を、私た

ちは敬意を持って支持します。

ICNは、女性が担う労働として長年にわた

り過小評価され、十分な資金が投じられてこ

なかった医療・ケアシステムの重圧を負い続

けている看護師たちを支援し、守るために尽

力しています。看護職は歴史的に低賃金に据

え置かれ、「女性の仕事」として軽視され、

本来受けるべき敬意や保護、そして投資を拒

まれてきました。

私たちは、公正な賃金、安全な労働条件、

そしてジェンダー平等の実現は、決して譲る

ことのできないものであると断言します。看

護の仕事は単なる「コスト」ではなく、高い

リターンをもたらす「投資」として捉えられ

るべきです。ICNが「国際看護師の日」に合わ
エ ン パ ワ ー ド ナ ー ス セ ー ブ

せて発表した報告書『Empowered Nurse Save
ラ イ ブ ス

Lives（力を与えられた看護師が命を救う）』

は、看護が、健康・社会・経済の成果を変革

する力を持つ、影響力の大きい専門職である

ことを示す重要な証拠を提示しています。同

報告書は、看護の持つ力を最大限に発揮させ

るための投資の必要性を強く訴えるととも

に、世界の保健医療の基盤である看護の力を

十分に活用することを阻む課題に対し、明白

な解決策を提示しています。解決策には以下

が含まれます。

・強靭な保健医療システムの要として、看護

への投資を行うこと。

・暴力に対して「ゼロ・トレランス（一切容

認しない）」姿勢を貫き、安全で健全な職場

環境を保証すること。

・看護師のスキル、教育、貢献を反映した公

正かつ競争力のある賃金を確保し、ジェンダ

ー間賃金格差を解消すること。

・「ディーセント・ワーク（働きがいのある

人間らしい仕事）」、安全な人員配置、自律

性、そして良好な実践環境の提供を通じて、

看護師の定着を促し支援すること。

・明確なキャリアパスの構築とキャリア初期

の支援を行い、専門職としての地位を強化す

ること。

・公平な配置、倫理的な採用、緊急事態への

備えを確保する、看護職の確保・育成に関す

る国家計画を策定し、そのための財源を確保

すること。

あらゆる地域社会の健康と安全を守る看護

師は、正当な評価と敬意、そして適切な報酬を

受けるに値します。ICN（国際看護師協会）は、

公的な診療報酬の大幅な引き上げと、賃上げ

に向けた即時の財政支援を求める日本医療労

働組合連合会の取り組みを支持します。

私たちは、ILO（国際労働機関）の「看護職

員に関する条約」やその他の国際労働基準の

完全な実施を推進するという皆様の決意と連

帯します。そして、すべての看護師が尊重さ

れ、守られ、力を与えられるようになるまで、

私たちは声を上げ、提言を行い、行動を続け

てまいります。

京
都
は
、
地
域
医
療
構
想
に
つ

い
て
発
言
。
20
万
人
以
下
の
地
域

か
ら
急
性
期
拠
点
機
能
を
排
除
す

る
「
地
方
切
り
捨
て
」
と
、
高
齢

者
救
急
を
一
般
か
ら
切
り
分
け
る

「
高
齢
者
差
別
」
を
助
長
す
る
よ

う
な
地
域
医
療
構
想
に
反
対
す
る

声
明
が
必
要
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

青
森
は
、
貧
困
を
許
さ
な
い
た
た

か
い
に
労
働
組
合
が
取
り
組
む
必

要
性
を
述
べ
ま
し
た
。
貧
困
率
が

高
い
地
域
と
自
衛
隊
入
隊
率
の
高

さ
が
比
例
し
て
い
る
こ
と
を
報

告
。
「
戦
争
に
な
れ
ば
死
の
リ
ス

ク
を
背
負
う
の
は
誰
か
」
と
問
い

か
け
、貧
困
を
な
く
す
た
た
か
い
、

社
会
保
障
を
守
る
運
動
の
強
調
を

訴
え
ま
し
た
。
全
医
労
は
ハ
ン
セ

ン
病
療
養
所
の
存
続
に
つ
い
て
、

入
所
者
の
減
少
と
高
齢
化
に
対
応

し
た
将
来
構
想
や
法
改
正
が
必
要

だ
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
立

病
院
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
医
療

を
担
う
面
か
ら
も
国
か
ら
の
補
助

が
重
要
と
訴
え
、
共
に
署
名
へ
の

協
力
を
訴
え
ま
し
た
。愛
媛
は
、過

疎
地
域
で
医
療
・
介
護
を
守
る
取

り
組
み
を
報
告
。
自
治
体
病
院
の

公
営
撤
退
方
針
に
対
し
て
、
団
体

交
渉
や
議
員
懇
談
を
実
施
。
労
働

組
合
の
組
織
化
を
す
す
め
、
住
民

の
い
の
ち
と
地
域
の
社
会
保
障
を

守
る
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

宮
城
は
、
「
命
を
守
る
仕
事
と

平
和
を
守
る
運
動
は
切
り
離
せ
な

い
」
と
の
考
え
の
も
と
、
独
自
の

沖
縄
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
3
年

間
継
続
。
基
地
問
題
や
沖
縄
戦
の

実
相
を
学
び
、
職
場
で
の
報
告
会

や
学
習
会
を
通
じ
て
仲
間
へ
学
び

を
広
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
、
参

加
者
か
ら
は
「
平
和
を
自
分
自
身

の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」
「
職
場
で
仲
間
に
伝

え
た
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た

と
報
告
し
ま
し
た
。
沖
縄
の
発
言

で
は
、
9
月
の
沖
縄
県
知
事
選
挙

に
つ
い
て
、
辺
野
古
新
基
地
建
設

や
南
西
諸
島
へ
の
自
衛
隊
配
備
強

化
に
反
対
し
、
玉
城
デ
ニ
ー
知
事

の
勝
利
に
向
け
全
国
の
支
援
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

全
医
労
は
、対
話
を
積
み
重
ね
、

要
求
を
団
体
交
渉
や
職
場
改
善
に

つ
な
げ
る「
総
対
話
で
要
求
実
現
」

を
組
織
拡
大
の
基
本
に
据
え
た
取

り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。
徳
島

は
、
ペ
ア
ト
ー
ク
な
ど
組
合
員
参

加
型
の
運
営
を
進
め
、
対
話
を
重

視
し
た
日
常
活
動
が
役
員
育
成
や

組
織
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
経
験
を

述
べ
ま
し
た
。
神
奈
川
は
、
ナ
ー

ス
ウ
ェ
ー
ブ
で
運
動
会
を
開
催

し
、
仲
間
が
安
心
し
て
集
え
る
場

づ
く
り
を
通
じ
て
、
組
織
強
化
と

要
求
運
動
の
前
進
に
つ
な
げ
た
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。
宮
城
は
、

ヘ
ル
パ
ー
へ
の
処
遇
改
善
手
当
不

支
給
問
題
で
団
体
交
渉
や
ス
ト
ラ

イ
キ
に
取
り
組
み
、
新
た
な
加
入

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま

し
た
。
三
重
は
、
春
闘
を
通
じ
て

団
体
交
渉
へ
の
参
加
を
広
げ
、
執

行
部
が
怒
り
や
悔
し
さ
を
共
有
し

成
長
し
た
経
験
を
述
べ
ま
し
た
。

高
知
は
、
春
闘
ス
ト
ラ
イ
キ
の
報

道
を
き
っ
か
け
に
、
約
1
0
0
人

の
組
合
員
を
擁
す
る
渡
川
病
院
労

組
の
加
盟
を
実
現
し
た
取
り
組
み

を
報
告
し
ま
し
た
。
愛
知
は
、
新

組
合
結
成
に
よ
っ
て
パ
ワ
ハ
ラ
や

賃
金
改
悪
を
阻
止
し
、
新
人
と
の

対
話
を
重
視
し
た
活
動
で
4
年
連

続
の
組
織
増
勢
を
実
現
し
た
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。
石
川
は
、
昨

年
結
成
さ
れ
た
障
害
福
祉
施
設
の

新
組
合
が
、
パ
ワ
ハ
ラ
是
正
や
職

場
環
境
改
善
に
つ
な
げ
た
取
り
組

み
を
報
告
し
ま
し
た
。
佐
賀
は
、

新
た
に
結
成
し
た
病
院
労
組
が
未

払
い
残
業
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
改

善
に
取
り
組
み
、
団
体
交
渉
や
行

政
へ
の
要
請
を
重
ね
、
声
を
上
げ

た
人
が
守
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を

求
め
裁
判
に
臨
む
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。
広
島
は
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
雇
い
止
め
に
対
す
る
団
体

交
渉
や
労
働
審
判
へ
の
支
援
を
報

告
し
ま
し
た
。
滋
賀
は
、
専
従
体

制
が
な
い
中
で
も
労
働
相
談
を
組

織
化
や
組
合
結
成
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
を
進
め
る
一
方
、
結
成
後

の
継
続
的
な
支
援
体
制
の
確
立
を

課
題
に
挙
げ
ま
し
た
。
青
森
は
、

組
合
員
減
少
や
専
従
体
制
維
持
な

ど
の
課
題
を
共
有
し
、
組
織
維
持

・
強
化
に
向
け
た
全
国
的
な
議
論

の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
青
年

協
は
、
新
歓
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
刷

新
や
青
年
学
習
交
流
集
会
で
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
や
労
働
問
題
を
テ
ー

マ
に
し
た
寸
劇
を
取
り
入
れ
、
仲

間
づ
く
り
を
進
め
る
取
り
組
み
を

報
告
し
ま
し
た
。
女
性
協
は
、
全

労
連
女
性
部
に
結
集
し
た
取
り
組

み
や
、
厚
労
省
へ
「
母
性
保
護
・

両
立
支
援
」
の
要
請
を
行
っ
た
報

告
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
医
療

・
介
護
に
は
た
ら
く
み
ん
な
の
川

柳
」
最
優
秀
作
品
を
発
表
し
ま
し

た
。

２
号
議
案

秋
田
は
方
針
議
論
を
深
め
、
た

た
か
い
の
質
を
保
つ
た
め
に
も
中

央
委
員
会
は
リ
ア
ル
開
催
が
望
ま

し
い
と
発
言
。
石
川
は
中
央
行
動

で
の
省
庁
要
請
の
回
数
を
絞
る
の

で
あ
れ
ば
、
秋
で
は
な
く
春
に
実

施
す
る
よ
う
再
検
討
を
求
め
ま
し

た
。
千
葉
・
埼
玉
は
本
部
役
職
員

の
賃
金
見
直
し
を
求
め
た
ほ
か
、

香
川
か
ら
は
本
部
役
職
員
の
適
正

な
人
数
に
つ
い
て
発
言
。
北
海
道

は
厳
し
い
予
算
状
況
と
方
針
に
対

し
て
反
対
意
見
も
理
解
で
き
る
と

し
つ
つ
、
収
入
を
増
や
し
予
算
を

確
保
す
る
た
め
の
議
論
こ
そ
必
要

だ
と
述
べ
ま
し
た
。

答
弁
で
は
、
中
央
委
員
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
た
こ
と
は
苦

渋
の
決
断
で
あ
る
こ
と
を
前
提

に
、
指
摘
が
あ
っ
た
懸
念
事
項
に

理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
が
議
論
の
成
熟
を
妨
げ

る
こ
と
に
は
繋
が
ら
な
い
と
い
う

見
解
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
省
庁

要
請
を
秋
に
設
定
し
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
政
府
の
予
算
案
決
定
の

時
期
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
だ
と
説

明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
将
来
に
わ

た
り
労
働
組
合
専
従
を
繋
い
で
い

く
う
え
で
賃
金
水
準
は
重
要
で
あ

り
、
財
政
状
況
に
合
わ
せ
て
直
ち

に
変
え
る
べ
き
か
は
慎
重
な
検
討

が
必
要
と
し
、
今
後
の
課
題
で
あ

る
認
識
を
示
し
な
が
ら
時
間
を
か

け
て
議
論
す
る
と
述
べ
ま
し
た
。

３
号
議
案

千
葉
・
山
梨
・
神
奈
川
か
ら
は

規
定
改
定
に
つ
い
て
賛
成
と
し
つ

つ
、形
式
的
な
も
の
に
と
ど
め
ず
、

透
明
性
を
も
っ
て
厳
格
に
運
用
す

べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

三
重
か
ら
は
、
重
い
処
分
に
つ
い

て
は
本
人
に
反
論
の
場
を
設
け
る

な
ど
、
処
分
の
乱
発
が
お
こ
ら
な

い
よ
う
な
制
度
設
計
を
求
め
る
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。

答
弁
で
は
、
規
定
の
運
用
に
お

い
て
も
各
加
盟
組
織
の
代
表
で
あ

る
中
央
執
行
委
員
と
と
も
に
、
公

正
・
公
平
に
行
う
と
述
べ
ま
し
た
。

共
済
推
進

石
川
は
新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
総
括

に
つ
い
て
、
共
済
推
進
全
国
交
流

集
会
で
の
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

答
弁
で
は
全
国
交
流
集
会
で
報

告
す
る
と
述
べ
ま
し
た
。

予
備
提
案
へ
の

発
言
も
含
め
た
57

本
の
発
言
で
、
方

針
が
補
強
さ
れ
ま

し
た
。要

望
に

つ
い
て

待
機
手
当
の
調
査

に
つ
い
て
は
自
分
た
ち
の
賃
金
や

手
当
の
現
状
を
把
握
し
、
情
報
発

信
を
行
う
た
め
に
重
要
な
調
査
な

の
で
、
「
賃
金
・
労
働
時
間
等
実

態
調
査
」
に
あ
る
該
当
項
目
で
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
推
進
の
た
め
、
誰
も
が
参

加
で
き
る
組
合
活
動
や
会
議
・
集

会
の
仕
組
み
づ
く
り
を
工
夫
し
、

金
銭
面
も
含
め
て
改
善
を
目
指
し

ま
す
。
医
療
・
介
護
の
公
的
役
割

を
踏
ま
え
、
賃
金
や
労
働
条
件
の

人
勧
準
拠
を
目
指
し
た
中
長
期
的

な
要
求
の
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
職
や
医
療
技
術

職
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
個
別
要

求
提
案
は
難
し
い
も
の
の
、
統
一

要
求
の
中
で
改
善
を
求
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
無
法
な
ベ
ッ
ド
削

減
を
す
す
め
る
地
域
医
療
構
想
に

対
す
る
声
明
文
の
発
出
や
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
提
起
、
春
闘
討

論
集
会
の
日
程
変
更
に
つ
い
て
も

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
会
費
納
入

に
つ
い
て
は
、
医
労
連
の
運
動
・

重
要
性
へ
の
理
解
や
、
組
合
員
拡

大
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
ま
し
た
。
新
た
な
賃
上
げ
チ
ラ

シ
の
作
成
や
、
調
査
結
果
の
集
約

方
法
の
工
夫
も
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
専
従
未
配
置
県
で
の
労
働
相

談
対
応
に
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
協
力

体
制
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
最
後

に
本
部
内
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

個
別
の
詳
細
は
控
え
つ
つ
再
発
防

止
策
を
中
執
で
総
括
し
て
い
る
旨

を
報
告
し
ま
す
。

討
論
の
ま
と
め

賃
上
げ
に
つ
い
て
、
賃
上
げ
世

論
づ
く
り
に
奮
闘
し
た
発
言
や
、

ス
ト
を
構
え
た
た
た
か
い
の
報
告

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
ス
ト
を
実
施

で
き
る
か
ど
う
か
の
議
論
か
ら
要

求
実
現
に
む
け
た
議
論
へ
の
進
歩

を
感
じ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
26
春
闘
を

振
り
返
っ
て
、
次
の
た
た
か
い
に

向
け
た
議
論
を
展
開
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
独
自
の
取
り
組
み

と
し
て
、
議
会
要
請
や
署
名
運
動

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
各
加
盟
組

織
で
必
要
な
取
り
組
み
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
も
大
事
で
あ
り
、
そ

れ
が
全
体
の
取
り
組
み
に
波
及
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
運
動
の
重

要
性
・
要
求
の
強
さ
に
見
合
っ
た

方
針
を
提
起
す
べ
き
と
の
ご
意
見

は
、
運
動
に
対
し
て
組
織
内
で
対

話
が
で
き
て
い
る
現
れ
で
あ
り
、

来
春
闘
に
む
け
て
引
き
続
き
議
論

を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。
最
賃
に

つ
い
て
、
生
計
費
調
査
の
取
り
組

み
や
定
例
宣
伝
行
動
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
最
賃
学
習
も
並
行
し

な
が
ら
、
ぜ
ひ
取
り
組
み
を
継
続

し
て
く
だ
さ
い
。
働
く
ル
ー
ル
等

に
つ
い
て
副
業
ア
シ
ス
ト
ク
ル
ー

の
実
態
告
発
が
あ
り
ま
し
た
。
生

計
費
原
則
に
基
づ
く
視
点
と
併

せ
、患
者
さ
ん
の
い
の
ち
・
く
ら
し

を
守
る
こ
と
も
強
調
で
き
る
よ
う

提
起
の
仕
方
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
増
員
署
名
に

つ
い
て
、
署
名
集
約
が
す
す
ん
だ

事
例
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
前
例
に

捉
わ
れ
ず
新
し
い
切
り
口
で
ナ
ー

ス
ウ
ェ
ー
ブ
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

も
、
熱
心
な
組
合
討
議
が
背
景
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。
社
保
課
題
で

は
、
地
域
医
療
構
想
で
病
院
淘
汰

が
進
む
危
険
性
に
つ
い
て
、
実
態

を
も
っ
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
進
行
す
る
貧
困
問
題
へ
の
提
起

や
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
が
抱
え

る
問
題
と
大
運
動
署
名
へ
の
訴
え

も
あ
り
ま
し
た
。憲
法・平
和
で
は
、

ペ
ン
ラ
イ
ト
デ
モ
に
参
加
し
て
い

る
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
社
保
運

動
と
憲
法
・
平
和
運
動
は
一
体
だ

と
い
う
発
言
に
確
信
を
も
ち
、
26

年
度
の
運
動
を
す
す
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。組
織
拡
大
で
は
、

組
織
強
化
を
重
要
課
題
に
掲
げ
会

議
や
集
会
を
開
催
し
た
報
告
、
未

加
盟
組
合
へ
の
声
掛
け
や
福
祉
分

野
で
の
組
織
化
な
ど
、
計
画
や
目

標
を
持
っ
て
さ
ま
ざ
ま
取
り
組
ん

だ
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い

っ
た
た
た
か
い
の
中
で
、仲
間
の

変
化
を
実
感
で
き
た
と
い
う
報
告

も
あ
り
ま
し
た
。
仲
間
を
増
や
し

て
、
運
動
量
を
増
や
し
な
が
ら
要

求
前
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
、

私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
労
働

組
合
活
動
の
鍵
だ
と
思
い
ま
す
。

9
4
0
万
の
医
療
・
介
護
・
福
祉

労
働
者
を
視
野
に
、
ま
た
内
輪
の

非
正
規
や
外
国
人
労
働
者
も
視
野

に
、
仲
間
増
や
し
の
取
り
組
み
を

す
す
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な

で
決
定
し
、
み
ん
な
で
行
動
す
る

組
合
民
主
主
義
を
活
動
の
中
に
広

げ
要
求
前
進
さ
せ
る
た
め
、
共
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ロシアによるウクライナ侵攻や、中東におけるイスラエルとイラ
ンの軍事衝突、さらにはアメリカによるイランへの軍事行動など、
世界各地で戦争や紛争が続き、多くの尊い命が奪われ、平和な暮ら
しが脅かされています。いのちとくらしを守るわたしたち医療・介
護・福祉労働者にとって、最大の人権破壊である戦争は、断じて容
認できるものではありません。私たち日本医労連は、結成当初から
「ふたたび白衣を戦場の血で汚さない（けがさない）」をスローガ
ンに掲げ、平和を希求し、憲法を守る運動を労働組合活動の柱に据
え、奮闘してきました。
しかし現在、高市政権が急進させている改憲のうごきは、戦後の

日本が歩んできた日本の在り方を、根本から覆すものです。高市政
権は、主権者である国民が為政者を律する憲法の理念を、国民が国
に尽くす命令書へと改変し、さらに９条２項で軍隊の保持と海外で
の戦闘に道を開こうとしています。すでに、長距離ミサイル配備や
殺傷武器の輸出解禁、安保３文書の改定、さらには国家情報会議設
置法の強行など、国民的な議論もなく日米一体の「戦争国家づくり」
を急速に加速させています。これは、日本国憲法が掲げる戦争行為
の永久放棄と軍隊の不保持を完全にかなぐり捨てる暴挙にほかなり
ません。
アメリカの軍事経済に従属する政府によって、私たちのくらしは

深刻さを増しており、そのしわ寄せは医療・介護・福祉の現場を直
撃しています。軍事費は際限なく膨張する一方で、社会保障費は抑
制され、現場の労働環境や国民の生存権は危機に瀕しています。平
和とくらし、そして民主主義を破壊する政治を、これ以上続けさせ
るわけにはいきません。
いま、平和主義への攻撃に対し、全国各地で多くの市民が「憲法

こそ希望」と切実な声を上げています。私たちは、日本の進路の重
大な岐路に立っています。憲法が生まれた歴史をあらためて学び、
２度と戦場に医療従事者を送り出さない、そして誰も戦火に怯える
ことのない社会を維持することは、私たちの社会的使命です。
平和・民主主義・憲法を守り、戦争をしない、いのちとくらし最

優先の日本を、全国の仲間、そして患者・利用者、地域住民とちか
らを併せて実現しましょう！

以上、決議します。
２０２６年７月２３日

日本医療労働組合連合会 第７６回定期大会

憲法改悪と軍事力拡大に反対し、
平和・民主主義・くらしを守る特別決議

２
０
２
６
年
「
医
療
・
介
護
に
は
た
ら
く

み
ん
な
の
川
柳
」
最
優
秀
作
品
賞

Ａ
Ｉ
の

知
能
は
な
い
け
ど

愛
は
あ
る

（
応
募
総
数
＝
３
全
国
組
合
１０
県

医
労
連
か
ら
計
２
０
９
首
）

（左）五十嵐真理子さん（全日赤）
（中）藤田久美子さん（九州・長崎）
（右）宮越 悠介さん（北海道）

大
会
議
長
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

第76回日本医療労働組合連合会（日本医労連）定期大会に寄せて

書記長総括答弁書記長総括答弁
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日本医労連は７月２１日～２３日までの３日間、栃木県宇都宮市において第７６回定期大会
を開催しました。大会には、７全国組合・４６都道府県医労連から代議員１７１名、特別代議
員４名、傍聴・役員等あわせて８６名が参加し、熱心な討論を行い、運動方針を決定しま
した。
今大会では、第１号議案にかかわって５７本の発言で、職場の厳しい実態と、それを改

善するために積み重ねてきた確信に触れるたたかいの経験が語られ、活発に討論されま
した。２６春闘では大幅賃上げに向けた行動への結集を背景に、粘り強い労使交渉で前進
を勝ち取った報告や、ベア評価料の形骸化や一時金引き下げによる「年収減」の理不尽
を許さず、生活を守るために立ち上がった賃金闘争、夜勤規制と大幅増員をめざすアク
ションプランの取り組み報告、地域医療構想による病床削減や統廃合の動きに対して住
民と一体となって地域医療を守り抜いた経験、経営者の横暴に屈せず権利を守るための
争議の報告、新たな組合結成や日常活動の可視化を通じた組織拡大の教訓、組織減と財
政難を乗り越えるための様々な意見、全国アクトの成功に向けた青年の確かなつながり、
そして何よりも要求前進のために産別へ結集することの重要性が熱く強調されました。
ケア労働者の賃上げを求める私たちの多彩な運動は、メディアを通じて広く世論を動
かし、政治を動かす大きな成果を上げてきました。しかし、高市政権の社会保障費抑制
政策は、依然として国民のいのちと健康を脅かし、過酷な現場を放置したまま私たちの
犠牲の上にすすめられています。「医療ＤＸ」の名のもとに従来の健康保険証の廃止・
マイナ保険証一本化を強行する暴走は、患者の受療権を脅かし、現場に多大な混乱とし
わ寄せを押し付けています。さらに、医療費４兆円削減やＯＴＣ類似薬など一部保険外
療養の導入、高額療養費制度や介護利用料など利用者負担増、新たな地域医療構想によ
るさらなる病床削減など、国民のいのちと健康、生活の根幹を揺るがす医療・介護の削
減政策が次々と具体化されており、現場と地域の「怒り」は�もう限界�に達しています。
日本国憲法公布から８０年。高市政権は、改憲に向けた議論を加速させる姿勢をあらわ

にしています。いま改めて、悲惨な歴史の教訓から「ふたたび白衣を戦場の血で汚さな
い」ことを決意し、反戦平和をかかげる医療産別として、憲法９条が活きる平和で民主
的な社会の実現に向けて、私たちは差別と分断を許さない政治を追求し、運動の先頭に
立って奮闘する責務があります。
私たちが直面している最大の課題は、すべてのケア労働者の社会的役割にふさわしい
賃金・労働条件の確立と、夜勤規制・大幅増員の実現です。２年目となる夜勤規制と大
幅増員をめざすアクションプランを旺盛に展開するとともに、「いのちまもるキャラバ
ン行動」を柱に地域で対話を広げ、すべてのはたらく仲間、市民とともに大きな世論を
巻き起こしていきましょう。
私たちの運動は、世論を広げ、ケア労働者の賃上げに向けた政策を実施させました。
しかし、中身はまだまだ不十分です。私たちの要求を実現させるためには、職場で未加
入の仲間、そして圧倒的に未組織となっている全国９４０万人の医療・介護・福祉労働者に
医労連運動への結集を呼びかけ、日本医労連の組織をさらに強く大きくし、制度・政策
に大きな影響力を発揮する強固な医療産別を、私たち自身の団結の力で築き上げようで
はありませんか。
安全・安心の医療・介護・福祉を提供し、誰もが安心して生き、働き続けられる社会
を実現するために、今大会で決定した方針に団結し、全国の仲間と共に奮闘することを
ここに宣言します。

２０２６年７月２３日
日本医療労働組合連合会第７６回定期大会
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全
日
赤
書
記
次
長

池
上

智
子

神
奈
川
県
医
労
連
執
行
委
員

田
原

弥
生

東
京
医
労
連
執
行
委
員

大
会
に
寄
せ
ら
れ
た

連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

日
本
医
労
連
第
76
回
定
期
大
会
に

は
、
全
労
連
は
じ
め
1
1
1
の
団
体
・

個
人
か
ら
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き

ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
中
央
副
執
行
委
員
長
〉

菅
原

忠
（
全
労
災
）

〈
中
央
執
行
委
員
〉

松
本

よ
し
子
（
全
医
労
）

青
山

光
（
東
京
）

椙
山

智
昭
（
山
口
）

〈
特
別
中
央
執
行
委
員
〉

鎌
倉

幸
孝
（
長
野
）

〈
会
計
監
査
〉

鈴
木

優
（
全
医
労
）

五十嵐 建一

浅山 麻実

前原 嘉人

田中 直光

日本医労連 第76回定期大会 大会宣言

花田 真人

米沢 哲

三浦 進

林 信悟

油石 博敬

上田 潤

井上 純

原 英彦

松田 加寿美

松本 よし子

小玉 高弘

保元 里美

佐々木 悦子

遠藤 麻由

櫻井 順一

奥井 明子

寺田 雄

第３８期共済運営委員第３８期共済運営委員

花澤 直樹

桶谷 恵美

山崎 世理

傳田 泉

小貫 駿

齋藤 由美子

吉田 岳彦

鈴木 仁志

森田 進

渡辺 勇仁

松﨑 実和

黒澤 幸一

大栗 陽

坂田 政春

月又 智広

矢野 彩子

寺園 通江

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

中央執行委員長

全医労

中央副執行委員長

全厚労

中央副執行委員長

北海道

中央副執行委員長

山 形

中央副執行委員長

京 都

中央執行委員

全日赤

中央執行委員

愛 知

特別中央執行委員

書記局

中央執行委員

全厚労

中央執行委員

東 京

特別中央執行委員

北海道

中央執行委員

全医労

中央執行委員

東 京

中央執行委員

書記局

書記局

書記次長

中央執行委員

長 野

中央執行委員

書記局

東 京

書記次長

中央執行委員

宮 城

中央執行委員

書記局

北海道

書記次長

中央執行委員

宮 城

中央執行委員

福 岡

書記次長

北海道

中央執行委員

山 形

中央執行委員

徳 島

書記長

東 京

中央執行委員

北海道

中央執行委員

岡 山

中央副執行委員長

熊 本

中央執行委員

全労災

中央執行委員

大 阪

埼 玉

会計監査 会計監査

全厚労

会計監査

全医労

特別中央執行委員

愛 知

特別中央執行委員

愛 知

特別中央執行委員

書記局


